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中国語の発音学習を効率化する試み
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唇音 b P m f 単母音 a 0 e i u u
舌尖音 d t n 1 二重母音 ai ei ao OU ia ie ua UO Ue
舌根音 9 k h 三重母音 iao iOU uai uei
舌面音 」 q X 舌先鼻音 an en in ian uan uen Un Uan
舌歯音 Z C S 舌根鼻音 ang enging iang uanguengong iong



















































































































音 声　　　難 自 定 正
節 調　　　点 己 着 課
学 学　　　克 測 度 授
習 習　　　服 定 業
学 教
生 学習　　、閲一 師
図1　中国語発音学習指導用CALL教材システムの構想図
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上記のシステムの音節学習部分では、母音を単　　ンターネット言語を用いたので、機種とブラウザ
母音、二重母音、三重母音の順に、子音を唇音、　　を問わず、あらゆる環境で動く。システム用の音
舌尖音の順の流れで発音部位ごとに提示し、それ　　声データと映像データの作成が完成すれば教材シ
それの音声および発音ヒント、関連語彙画像、指　　ステムは使える状態にある。
導映像が参照できるようにする。各学習段階の定　　　もう一つ付け加える点は、発音学習システムに
着度を測るために成績評価仕組みも設ける。シス　　音声認識エンジンを導入すると発音学習が簡単に
テムの成績評価用インタフェースには、長野大学　　解決できるように見える、だが現時点での音声認
中国語CALL教材システムで使用されている手法　　識エンジンの性能が教育現場での実用化に応えら
を移行する予定である。　　　　　　　　　　　　れるものではない。語学の教育現場で使えるよう
声調学習部分では、声調を単音節と二音節で学　　になるには更なる研究開発が必要となる。
習できるようにする。単音節では、一音節に対し　　　語学学習システムの開発に関して更に付け加え
て声調が4つしかないだが、二音節の場合声調の　　ると、今のところ教育現場ではコンピュータプロ
組み合わせは16通りあり、軽声をも視野に入れる　　グラム知識を有する語学教員が少ない。よって、
と20通りになる。この学習指導システムでは、声　　学習システムの開発を外部委託する傾向が目立
調学習の具体策として、まず単母音a、o、　e、　　つ。外部委託の教材システムには、次の二つの問
i、u、血のそれぞれに対応する4つの声調を学習　　題点が存在する。①システム構造上、各自の授業
できるようにする。学習指導には指導映像と指導　　内容に合わせて修正・追加することができない。
要領を参照できるようにする。それから、この6　②少子化による財政難に陥っている今では、すべ
つの単母音をそれぞれ2回ずつ発音するときの二　　ての大学が教育教材開発の外部委託に熱心に取り
音節構造の声調の組み合わせの学習もできるよう　　組めるとはいえない。したがって、外部開発に依
にする。これによって、声調変化の感覚を分かっ　　存することにはある意味でコンピュータを用いる
てもらうのがここでのねらいである。　　　　　　教育の普及に支障がでる危険性が潜んでいるとも
難点克服部分では、日本語に無い7つの発音と　　言える。とは言え、コンピュータを用いる授業形
日本語でははっきり区別されてない発音などの指　　態は、情報化時代といわれている今日では、大学
導ができるように学習に映像や画像および注意事　　教育のなくてはならない一部分となっていくに違
項を備える。それから、有気音と無気音、有気音　　いないので、コンピュータを用いる教育システム
と摩擦音およびその他の混交し易い音を明確に区　　の研究開発は必要不可欠である。
別できるように学習システムに映像指導や画像指
導などの関連コンテンツを配置する。しかも、混　　参考資料
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